
前川製作所（東京都江東区） 経済産業大臣賞

空
気
冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
実
用
化
◆

究極の自然冷媒で実績積む

冷
媒
に
空
気
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム

　
前
川
製
作
所
は
冷
凍
機
に

よ
る
冷
凍
シ
ス
テ
ム
を
製
造

・
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
で
、

そ
の
市
場
は
日
本
国
内
の
み

な
ら
ず
全
世
界

拠
点
数

カ
所

に
及
ぶ
。

　
従
来
の
超
低
温
冷
蔵
倉
庫

の
冷
凍
シ
ス
テ
ム
は
冷
媒
に

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に

お
け
る
規
制
対
象
で
、
オ
ゾ

ン
層
を
破
棄
す
る
塩
素
を
含

む
特
定
フ
ロ
ン
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ

を
用
い
た
２
段
圧
縮
サ
イ
ク

ル
、
ま
た
は
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ

と

オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
し
な
い
が

地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ
Ｗ

Ｐ

は
極
め
て
高
い
Ｈ
Ｆ
Ｃ

Ｇ
Ｗ
Ｐ

１
万
１
７
０

０

の
２
元
冷
凍
シ
ス
テ
ム

だ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
近
い
将

来
使
用
で
き
な
く
な
る
特
定

冷
媒
の
た
め
、
代
替
次
世
代

冷
媒
の
冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
市
場
導
入
が
急
務
だ
。

　
同
社
は
冷
媒
に
炭
化
水
素

系
ガ
ス
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
水

お
よ
び
空
気
と
い
っ
た
自
然

由
来
の
冷
媒
を
自
然
冷
媒
ナ

チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
イ
ブ
と
し
て

採
用
し
、
商
品
化
、
普
及
促

進
を
し
て
い
る
。
中
で
も
空

気
は
究
極
の
自
然
冷
媒
で
あ

り
、
利
用
可
能
な
ら
オ
ゾ
ン

層
保
護
や
地
球
温
暖
化
対
策

の
観
点
か
ら
環
境
負
荷
の
な

い
冷
凍
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
空
気
に
よ
る
冷
凍
シ
ス
テ

ム
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
る

が
、
前
川
製
作
所
は
１
９
９

５
年
か
ら
開
発
に
着
手
、
超

低
温
冷
蔵
倉
庫
用
と
し
て

年
度
か
ら
２
年
間
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

／
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
技
術

戦
略
的
開
発
事
業
」
で
冷
凍

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
と
な
る
開

発
を
実
施
。

年
度
か
ら
の

２
年
間
は
マ
グ
ロ
冷
蔵
庫
で

フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
を
実
施

し
、

年
度
よ
り
販
売
を
開

始
し
た
。

　
こ
の
空
気
冷
凍
シ
ス
テ
ム

は
冷
蔵
倉
庫
内
の
空
気
を
直

接
循
環
さ
せ
る
開
放
型
の
冷

凍
シ
ス
テ
ム
で
、
タ
ー
ボ
圧

縮
機
で
空
気
を
圧
縮
し
、
そ

の
圧
縮
熱
を
除
去
し
た
後
、

タ
ー
ボ
膨
張
機
で
空
気
を
断

熱
膨
張
さ
せ
、
空
気
を
冷

却
、
冷
蔵
倉
庫
内
を
冷
却
す

る
。
さ
ら
に
圧
縮
機
と
膨
張

機
を
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で

空
気
の
断
熱
膨
張
時
に
発
生

す
る
動
力
を
圧
縮
機
の
動
力

と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
高

効
率
化

省
エ
ネ
率

％

も
達
成
し
た
。

　
な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
は

年
度
静
岡
県
焼
津
市
新
設
超

低
温
冷
蔵
倉
庫

度

Ｃ

に
６
台
納
入
し
、
確
実

に
導
入
実
績
を
伸
ば
し
て
い

る
。
今
後
も
当
該
空
気
冷
凍

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
実
用
化

・
さ
ら
な
る
普
及
に
よ
り
、

オ
ゾ
ン
層
保
護
・
温
暖
化
対

策
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
誇

る
環
境
技
術
の
普
及
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
成
長
・
省
エ
ネ
戦

略
に
も
貢
献
し
て
い
く
考
え

だ
。

冷
凍
食
品
分
野
に
お
け
る
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
へ
の
転
換
推
進
◆

環境大臣賞

全社一丸で全廃体制

マルハニチロ（東京都江東区）
　
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
グ
ル
ー
プ

は
食
品
加
工
拠
点
を

カ
所

持
ち
、
凍
結
設
備
・
冷
凍
冷

蔵
お
よ
び
空
調
設
備
を
中
心

に
３
７
０
台
の
冷
凍
機
が
稼

働
し
て
い
る
。
オ
ゾ
ン
層
保

護
・
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

の
中
で
、
２
０
０
６
年
度
か

ら
新
設
ラ
イ
ン
の
冷
凍
設
備

に
は
ノ
ン
フ
ロ
ン
冷
凍
機
を

採
用
、
既
存
設
備
で
特
定
フ

ロ
ン
・
指
定
フ
ロ
ン
が
使
用

さ
れ
て
い
る
設
備
に
関
し
て

は
ノ
ン
フ
ロ
ン
化
を
進
め
て

い
る
。

　

年
度
に
は

年
の
特
定

フ
ロ
ン
全
廃
に

向
け
、
「
マ
ル

ハ
ニ
チ
ロ
直
営

工
場
お
よ
び
関

連
会
社
脱
フ
ロ

ン
化
計
画
」
を

策
定
し
、
全
社

一
丸
で
ノ
ン
フ

ロ
ン
冷
凍
機
転

換
を
進
め
る
体

制
を
整
え
た
。

こ
れ
ま
で
新
規

冷
凍
設
備
に
つ

い
て
は
、
ノ
ン

フ
ロ
ン
設
備
を

７
台
、
既
存
の

フ
ロ
ン
使
用
設

備
か
ら
の
転
換

は

台
、
ト
ー

タ
ル
で

台
の
ノ
ン
フ
ロ
ン

設
備
を
導
入
し
て
き
た
。
そ

の
う
ち

台
は
環
境
省
「
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
」
な
ど
の
採
択
を
受
け
、

補
助
金
も
活
用
し
、
加
工
・

冷
凍
食
品
分
野
で
の
ノ
ン
フ

ロ
ン
冷
凍
機
へ
の
転
換
を
進

め
て
き
た
。

　

年
度
の
環
境
省
「
省
エ

ネ
自
然
冷
媒
冷
凍
等
装
置
導

入
促
進
事
業
」
で
は
、
指
定

フ
ロ
ン

Ｒ

機
か
ら
ノ

ン
フ
ロ
ン
冷
凍
機
へ
の
転
換

に
よ
り
、
２
０
９
８

の
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
を
実
施
。
ま
た
、

年

度
の
環
境
省
「
省
エ
ネ
型
ノ

ン
フ
ロ
ン
整
備
促
進
事
業
」

で
は
、
特
定
フ
ロ
ン

Ｒ

機
か
ら
ノ
ン
フ
ロ
ン
機

へ
の
転
換
に
よ
り
、
夏
季
電

力
消
費
量
に
お
い
て

％
の

電
力
削
減
を
達
成
し
た
。

　
ノ
ン
フ
ロ
ン
化
に
当
た

り
、
安
全
性
、
品
質
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
冷
媒
に
は
ア

ン
モ
ニ
ア
と
Ｃ
Ｏ
２
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
最
新
型
の

ア
ン
モ
ニ
ア
／
Ｃ
Ｏ
２
の
シ

ス
テ
ム
を
積
極
的
に
採
用
し

た
。

　
ま
た
、
運
用
に
お
い
て
は

い
ず
れ
の
導
入
ケ
ー
ス
に
お

い
て
も
高
い
省
エ
ネ
効
果
を

示
し
、
実
績
と
し
て

―

％
の
削
減
効
果
が
出
た
。
ノ

ン
フ
ロ
ン
機
へ
の
転
換
は
単

に
オ
ゾ
ン
層
保
護
だ
け
で
は

な
く
、
高
い
省
エ
ネ
効
果
を

も
た
ら
し
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
化

へ
の
転
換
の
取
り
組
み
が
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
に
つ
な
が
る

実
証
が
で
き
た
。

　

年
度
末
に
お
け
る
ノ
ン

フ
ロ
ン
機
へ
の
転
換
率
は
９

％
を
達
成
、

年
度
に
は
転

換
率

％
、

年
度
に
は
転

換
率

％
、

年
度
に
は
１

０
０
％
ノ
ン
フ
ロ
ン
化
達
成

を
目
標
に
、
今
後
も
加
工
・

冷
凍
食
品
分
野
に
お
け
る
ノ

ン
フ
ロ
ン
設
備
へ
の
転
換
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

Ｇ
Ｗ
Ｐ
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
系
の
１
０
０
０
分
の
１

セントラル硝子（東京都千代田区）優秀賞ハネウェルジャパン（東京都港区）

Ｈ
Ｆ
Ｏ
系
発
泡
剤
の
生
産
技
術
開
発
と
市
場
展
開
◆

　
現
在
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
断
熱
材
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
硬
質
ウ
レ
タ
ン
発
泡

剤
に
は
、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ

カ
ー
ボ
ン

Ｈ
Ｆ
Ｃ

が
使
わ

れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
系
発
泡
剤

は
オ
ゾ
ン
層
破
壊
係
数

Ｏ
Ｄ

Ｐ

が
０
で
あ
り
、
良
好
な
断

熱
性
能
を
持
つ
が
、
地
球
温
暖

化
係
数

Ｇ
Ｗ
Ｐ

が
高
く
、

地
球
温
暖
化
へ
の
影
響
が
あ

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
米
ハ
ネ
ウ
ェ

ル
は
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
化
を
実
現
す
る

次
世
代
発
泡
剤
、
Ｈ
Ｆ
Ｏ
―
１

２
３
３
ｚ
ｄ

Ｅ

を
開
発

し
、
日
本
法
人
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
ジ

ャ
パ
ン
が
市
場
展
開
を
開
始
。

一
方
の
セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
は
工

業
的
な
製
法
と
生
産
技
術
を
確

立
し
、
２
０
１
２
年

月
に
世

界
に
先
駆
け
て
商
業
生
産
を
始

め
た
。
日
本
、
米
国
な
ど
グ
ロ

ー
バ
ル
に
材
料
供
給
を
始
め
て

い
る
。

　
新
発
泡
剤
は
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
系
発

泡
剤
と
同
じ
Ｏ
Ｄ
Ｐ

０
と
い

う
性
能
を
持
ち
な
が
ら
、
Ｇ
Ｗ

Ｐ

１
と
Ｈ
Ｆ
Ｃ
系
発
泡
剤
の

約
１
０
０
０
分
の
１
を
実
現
し

た
の
が
特
徴
。
し
か
も
、
Ｈ
Ｆ

Ｃ
と
同
等
以
上
の
断
熱
性
能
を

付
与
で
き
る
こ
と
か
ら
、
Ｈ
Ｆ

Ｃ
を
完
全
に
置
換
で
き
る
。

　
Ｈ
Ｆ
Ｃ
系
発
泡
剤
は
年
間
約

４
０
０
０

が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
主
に
建
築
物
の
断
熱
材
に

使
わ
れ
、
そ
の
用
途
の
性
質

上
、
市
場
に
蓄
積
さ
れ
解
体
時

に
大
気
放
出
さ
れ
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ

系
発
泡
剤
を
継
続
使
用
し
て
い

く
こ
と
は
、
現
在
だ
け
で
な

く
、
次
世
代
に
地
球
温
暖
化
の

懸
念
を
残
す
こ
と
に
つ
な
が

る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
新
発
泡
剤
は

地
球
温
暖
化
対
策
の
有
望
な
材

料
の
一
つ
で
あ
る
。
国
内
外
で

需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
供
給
体
制
の
強
化

と
市
場
へ
の
浸
透
を
進
め
る
方

針
だ
。

アサダ優秀賞（名古屋市北区）

高
性
能
フ
ロ
ン
回
収
再
生
装
置
の
開
発
◆

小型で工場内も
移動しやすい

小
型
・
可
搬
式
、
再
生
業
務
後
押
し

　
フ
ロ
ン
回
収
率
を
上
げ
る
た

め
、２
０
１
３
年
６
月
フ
ロ
ン

類
の
使
用
の
合
理
化
お
よ
び
管

理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

施
行
に
向
け
て
の
改
正
法
が
成

立
し
た
。
従
来
の
フ
ロ
ン
を
回

収
し
て
破
壊
す
る
原
則
と
は
異

な
り
、
再
生
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
フ
ロ
ン
再
生
業
の

許
可
制
導
入
も
決
ま
っ
た
。

　
フ
ロ
ン
再
生
促
進
に
は
、
法

定
条
件
に
適
合
し
た
フ
ロ
ン
再

生
装
置
が
必
要
。
ア
サ
ダ
は
こ

れ
ま
で
世
界
初
特
許
技
術
の
帯

電
分
離
技
術
を
開
発
し
、
使
用

済
み
フ
ロ
ン
を
新
品
同
様
に
再

生
で
き
る
小
型
移
動
式
フ
ロ
ン

回
収
再
生
装
置
を
市
場
導
入
し

て
き
た
。

　
今
回
の
法
改
正
に
受
け
、
再

設
計
や
技
術
改
良
を
行
い
、
国

内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
市
場
で

も
価
格
競
争
力
が
あ
り
、
技
術

的
に
も
革
新
し
た
回
収
再
生
装

置
を
開
発
し
た
。

　
技
術
的
に
は
帯
電
分
離
装
置

に
お
い
て
電
極
間
で
短
絡
す
る

と
ス
パ
ー
ク
が
発
生
し
、
フ
ロ

ン
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
っ
た
た
め
、
電
極
間
で

短
絡
す
る
前
に
電
力
の
供
給
を

止
め
る
回
路
を
組
み
込
ん
だ
高

圧
電
源
を
開
発
し
た
。

　
価
格
面
で
は
内
製
し
て
い
る

塩
ビ
部
品
の
溶
接
方
法
を
改

良
。
ユ
ー
ザ
ー
の
作
業
時
間
短

縮
の
た
め
、
回
収
ス
ピ
ー
ド
の

速
い
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
導
入

し
た
。
こ
れ
ら
の
改
良
で
製
品

コ
ス
ト
を
約

％
削
減
、
回
収

速
度
を

％
上
げ
た
高
性
能
フ

ロ
ン
回
収
再
生
装
置
「
エ
コ
サ

イ
ク
ル
オ
ー
ロ
ラ

」
が
完
成

し
た
。

　
今
後
は
同
装
置
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
で
フ
ロ
ン
の
再
生
率
の

向
上
に
貢
献
し
つ
つ
、
地
球
温

暖
化
物
質
の
抑
制
促
進
を
進
め

て
い
く
考
え
だ
。

日本化学工業協会優秀賞（東京都中央区）

Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
、
Ｓ
Ｆ
６
製
造
の
排
出
抑
制
対
策
◆

京
都
議
定
書
目
標
へ
大
き
く
貢
献

　
わ
が
国
の
代
替
フ
ロ
ン
等
３

ガ
ス
の
排
出
抑
制
は
、
２
０
０

５
年
４
月
に
策
定
さ
れ
た
京
都

議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
お
い

て
実
施
さ
れ
、
こ
の
う
ち
「
産

業
界
の
計
画
的
な
取
組
の
促

進
」
に
関
し
て
は
自
主
行
動
計

画

―

年

に
基
づ
く
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

日
本
化
学
工
業
協
会
は
、
３
ガ

ス
の
う
ち
の
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
、
Ｓ
Ｆ

６
製
造
時
の
排
出
抑
制
対
策
を

旭
硝
子
、
関
東
電
化
工
業
、
昭

和
電
工
、
住
友
ス
リ
ー
エ
ム
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
、
三
井
・
デ
ュ

ポ
ン
フ
ロ
ロ
ケ
ミ
カ
ル
の
６
社

で
推
進
し
て
き
た
。

　
自
主
行
動
計
画
の
目
標
指
標

を
排
出
原
単
位

排
出
量
／
生

産
量

と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
は
目

標
値
を

年
比
で

％
削
減

年
制
定

、

％
削
減

年
改
定

、
Ｓ
Ｆ
６
は

年
比
で

％
削
減

年
制

定

、

％
削
減

年
改

定

と
設
定
し
た
。

　
設
備
投
資
に
関
し
て

は
、
オ
フ
ガ
ス
や
副
生

ガ
ス
の
回
収
設
備
、
国

の
支
援
を
受
け
て
開
発

し
た
排
ガ
ス
燃
焼
除
害

設
備
を
導
入
。
こ
れ
に

加
え
、
製
造
プ
ロ
セ
ス

の
改
善
、
作
業
工
程
の

見
直
し
、
点
検
の
強

化
、
設
備
の
計
画
的
更

新
と
対
策
工
事
等
、
き

め
細
か
な
施
策
の
実
行

に
よ
り
、

年
に
は

年
比
で
排
出
原
単
位
を

Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
は

％
、
Ｓ

Ｆ
６
は

％
削
減
と
大

幅
に
改
善
で
き
た
。

　
排
出
量
も

年
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｃ

ｓ
、
Ｓ
Ｆ
６
合
わ
せ
て
Ｃ
Ｏ
２

換
算
で
約
５
０
０
万

の
排
出

だ
っ
た
が
、

年
実
績
で
は
約

万

と
大
幅
な
排
出
削
減
を

達
成
し
た
。
さ
ら
に
参
加
企
業

は
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
の
排
出
削
減
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ｓ
も

加
え
た
代
替
フ
ロ
ン
３
ガ
ス
に

お
い
て
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
２
０
０

０
万

を
超
え
る
大
幅
な
排
出

削
減
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本

の
総
排
出
量
の
２
％
弱
に
相
当

し
、
京
都
議
定
書
目
標
達
成
へ

大
き
く
貢
献
し
た
と
言
え
る
。

　
今
後
は
気
候
変
動
枠
組
で
追

加
ガ
ス
と
な
っ
た
Ｎ
Ｆ
３
に
つ

い
て
も
削
減
目
標
を
定
め
、
代

替
フ
ロ
ン
４
ガ
ス
と
し
て

年

以
降
も
自
主
行
動
計
画
を
継
続

し
、
ガ
ス
製
造
時
の
排
出
削
減

に
努
め
る
予
定
で
あ
る
。

審査委員会特別賞日金マグキャスト（北九州市八幡西区）
先
駆
的
に
シ
ス
テ
ム
導
入
・
開
発

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ダ
イ
カ
ス
ト
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
６
の
代
替
ガ
ス
へ
の
転
換
◆

新システムでも
操業は安定した

　
日
金
マ
グ
キ
ャ
ス
ト
は
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
ダ
イ
カ
ス
ト
の
専

業
メ
ー
カ
ー
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
非
常
に
活
性
な
金
属
で
あ

り
、
酸
化
性
が
高
い
た
め
大
気

中
で
溶
解
す
る
と
酸
素
と
反
応

し
て
激
し
く
燃
焼
す
る
。
そ
の

た
め
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
ダ

イ
カ
ス
ト
は
溶
湯
を
大
気
か
ら

遮
断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
２

０
０
８
年
度
ま
で
同
社
は
、
そ

の
保
護
ガ
ス

防
燃
用
ガ
ス

と
し
て
Ｓ
Ｆ
６
を
使
用
し
て
き

た
が
、
地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ

Ｗ
Ｐ

が
２
万
３
９
０
０
と
非

常
に
高
く
、
代
替
フ
ロ
ン
等
３

ガ
ス
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
Ｓ
Ｆ
６
代

替
ガ
ス
と
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｍ
―
Ｓ
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
が
開
発
さ
れ
た
。
こ

の
ガ
ス
は
Ｇ
Ｗ
Ｐ
が
９
と
非
常

に
低
く
、
使
用
時
に
Ｃ
Ｏ
２
で

希
釈
す
る
必
要
も
な
い
た
め
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
非
常

に
少
な
く
代
替
効
果
が
高
い
と

さ
れ
た
。

　
開
発
当
時
は
試
験
的
な
運
用

し
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

同
社
は
Ｓ
Ｆ
６
の
使
用
全
廃
を

目
標
に
い
ち
早
く
採
用
に
取
り

組
み
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
開

発
を
先
駆
的
に
行
い
、

年

月
実
用
化
に
至
っ
た
。

　
導
入
前
は
保
護
ガ
ス
と
し
て

Ｓ
Ｆ
６
ガ
ス
を
用
い
、
生
産
に

寄
与
す
る
８
台
の
ホ
ッ
ト
チ
ャ

ン
バ
ー
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
に

対
し
使
用
し
た
。
溶
解
保
持
炉

は
当
該
マ
シ
ン
１
台
に
つ
き
１

炉
ず
つ
有
し
て
お
り
、
そ
の
全

て
に
保
護
ガ
ス
と
し
て
Ｓ
Ｆ
６

の
供
給
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
Ｓ
Ｆ
６

の
使
用
を
全
廃
し
Ｚ
Ｅ
Ｍ
―
Ｓ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ガ
ス
の
有
効
性
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実

用
化
に
当
た
っ
て
は
、
鍋
蓋
の

腐
食
、
溶
湯
の
黒
化
現
象
お
よ

び
冬
季
の
温
度
低
下
に
よ
る
ガ

ス
の
液
化
な
ど
の
問
題
が
発
生

し
た
が
、
逐
次
対
策
を
講
じ
る

事
に
よ
り
操
業
を
安
定
化
さ
せ

た
。

　
Ｓ
Ｆ
６
の
代
替
ガ
ス
供
給
シ

ス
テ
ム
を
実
用
化
し
た

年
度

か
ら

年
度
の
５
年
間
で
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
実
績
と
し
て

万
４
２
６
・
５

Ｃ
Ｏ
２

換
算

の
削
減
を
実
現
し
た
。

審査概評関屋　章審査委員長

冷
媒
対
策
技
術
な
ど
顕
著

審査委員（敬称略・順不同）
委員長
産業技術総合研究所名誉リサーチャー 関屋　　章
委　員
経済産業省製造産業局化学物質管理課オゾン層保護等推進
室長 大木　雅文
環境省地球環境局地球温暖化対策課フロン等対策推進室長

熊倉　基之
東京工業大学名誉教授 中井　　武
横浜国立大学名誉教授 浦野　紘平
高知工科大学環境理工学群教授 中根　英昭
東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 飛原　英治
日本政策投資銀行企業金融第５部次長 土屋　智之
野村総合研究所上級コンサルタント 矢島　大輔
日本冷媒・環境保全機構統括参与 上村　茂弘
日刊工業新聞社取締役編集局長 竹本　祐介

　
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球

温
暖
化
防
止
大
賞
」
は
、
オ

ゾ
ン
層
保
護
対
策
と
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
促
進
を
目

的
に
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
が

制
定
さ
れ
て

年
目
の
１
９

９
８
年
に
発
足
し
た
。

回

目
と
な
る
今
回
の
応
募
件
数

は

件
と
な
っ
た
。
そ
の
内

１
件
は
募
集
要
項
の
対
象
分

野
か
ら
外
れ
る
た
め
除
外

し
、実
質

件
を
審
査
し
た
。

そ
の
内
訳
は
冷
凍
・
空
調
分

野
が
４
件
、
発
泡
剤
分
野
が

２
件
、
製
造
工
程
の
改
良
が

２
件
、
漏
え
い
対
策
分
野
が

２
件
、
回
収
・
再
利
用
が
１

件
、
Ｓ
Ｆ
６
代
替
分
野
が
１

件
で
あ
っ
た
。
冷
媒
や
大
気

寿
命
の
長
い
化
合
物
の
対
策

技
術
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
各
応
募
案
件
に
つ
い
て
先

駆
性
、
環
境
影
響
度
、
実

績
、
将
来
性
な
ど
に
つ
い
て

各
委
員
が
評
価
し
、
そ
の
上

で
審
査
委
員
全
員
に
よ
る
議

論
の
結
果
、
経
済
産
業
大
臣

賞
１
件
、
環
境
大
臣
賞
１

件
、
優
秀
賞
３
件
、
審
査
委

員
会
特
別
賞
１
件
の
合
計
６

件
を
選
定
し
た
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
に
は
前

川
製
作
所
の
「
空
気
冷
凍
シ

ス
テ
ム
の
開
発
・
実
用
化
」

が
受
賞
に
輝
い
た
。
全
く
無

害
な
空
気
を
直
接
循
環
す
る

開
放
型
の
冷
凍
シ
ス
テ
ム

で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
冷
凍
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
先
駆
性
、
将

来
性
等
高
い
評
価
が
得
ら
れ

受
賞
に
至
っ
た
。
空
気
冷
凍

シ
ス
テ
ム
は

年
か
ら
開
発

が
進
め
ら
れ
、

年
か
ら
市

場
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
大
臣
賞
に
は
マ
ル
ハ

ニ
チ
ロ
の
「
冷
凍
食
品
分
野

に
お
け
る
ノ
ン
フ
ロ
ン
機
へ

の
転
換
推
進
」
が
受
賞
に
輝

い
た
。
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
グ
ル

ー
プ
は

年
基
準
で

年
度

か
ら

年
度
ま
で
の
３
年
間

に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
総
量

を
３
％
削
減
す
る
対
策
を
実

施
す
る
な
ど
積
極
的
な
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
。
冷
凍

食
品
分
野
で
は
効
率
の
良
い

ア
ン
モ
ニ
ア
と
二
酸
化
炭
素

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
推
進
し
た
。

　
次
に
優
秀
賞
で
は
、
セ
ン

ト
ラ
ル
硝
子
と
ハ
ネ
ウ
ェ
ル

ジ
ャ
パ
ン
が
「
Ｈ
Ｆ
Ｏ
系
発

泡
剤
の
生
産
技
術
開
発
と
市

場
展
開
」
と
し
て
両
社
と
も

同
一
の
低
温
暖
化
発
泡
剤
の

生
産
と
市
場
展
開
を
分
担
し

て
行
っ
た
の
で
、
共
同
受
賞

と
し
て
評
価
し
た
。

　
ア
サ
ダ
は
「
高
性
能
フ
ロ

ン
回
収
再
生
装
置
の
開
発
」

で
フ
ロ
ン
な
ど
の
回
収
・
再

生
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
。
日
本
化
学
工
業
協
会

は
「
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
、
Ｓ
Ｆ
６
製

造
の
排
出
抑
制
対
策
」
と
し

て
大
気
寿
命
の
長
い
温
暖
化

物
質
へ
の
削
減
努
力
が
評
価

さ
れ
た
。

　
審
査
委
員
会
特
別
賞
と
し

て
は
、
日
金
マ
グ
キ
ャ
ス
ト

が
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ダ
イ
カ

ス
ト
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
６
の
代

替
ガ
ス
へ
の
転
換
」
で
受
賞

し
た
。
Ｓ
Ｆ
６
は
温
暖
化
効

果
が
最
も
高
い
化
合
物
で
あ

り
、
そ
の
代
替
ガ
ス
へ
の
転

換
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
し

た
。

第１７回
１面参照

「
オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖
化
防
止
大
賞
」
６
件

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ９月３日 水曜日 　　


